




1



一般社団法人　静岡県設備設計協会

2



目
　
　
次

'19　VOL.41風とあかり
●“ＳＥＰＡ”って何？　………………………………………………………………………………１

●会員憲章　………………………………………………………………………………………………２

●目次　……………………………………………………………………………………………………３

●ご挨拶　　　　　　　　　　　　一般社団法人静岡県設備設計協会会長　植田賢司　………５

●ご挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡県議会議員　天野　一　………６

●ご挨拶　　　　　　　　　　　静岡県交通基盤部建設支援局設備課課長　大木　担　………７

●技術レポート　…………………………………………………………………………………………８

　　・ＤＣブラシレスモーターによる多彩な制御により省エネ性と

　　　快適性を高めた“業務用ロスナイ”の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　三菱電機株式会社　中津川製作所　田中弘明

　　・３つのセンサーで浴室内の状況を細やかに見守る“安心入浴サポート機能”搭載

　　　ふろ給湯器・給湯暖房用熱源機リモコン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パーパス株式会社

●静岡県・市建築設備関連連絡先　……………………………………………………………………14

●設備設計・監理受注実績　……………………………………………………………………………16

●委員会活動　……………………………………………………………………………………………19

●事業報告　………………………………………………………………………………………………23

●フリートーク　…………………………………………………………………………………………29

　　・世界のクワカブ　　　　　株式会社環設備設計事務所　代表取締役　山本晋也

●新賛助会員紹介　　　　　　新晃工業株式会社名古屋支社　営業開発部　青木大征　………31

●ようこそ静岡へ

　　・株式会社川本製作所静岡営業所　　　　　　　　　　　　　　所長　三浦廣樹　………32

　　・河村電器産業株式会社静岡営業所　　　　　　　　　　　　　所長　加藤喜代和　……33

●ガンバッテる営業マン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　・パナソニック株式会社ライフソリューションズ社 静岡電材営業所 　濱田隆弘　 ………34

●第３回東海・北信越ブロック協議会静岡大会開催報告　…………………………………………35

●令和２年度役員委員会構成　…………………………………………………………………………39

3



目
　
　
次

●正会員名簿　……………………………………………………………………………………………41

●賛助会員名簿　…………………………………………………………………………………………43

●記事募集のご案内　……………………………………………………………………………………55

●会員だより　……………………………………………………………………………………………56

●編集後記　………………………………………………………………………………………………57

●表紙絵・挿絵作者ご紹介　……………………………………………………………………………58

4



ご　挨　拶

一般社団法人� 静岡県設備設計協会
会　長　植　田　賢　司

　令和２年、東京オリンピック2020の開催を控え明るい話題で迎えた今年の正月でしたが、１月早々
中国の武漢市で新型コロナウイルスの発生を伝える報道がされ、当初は他国のインフルエンザ程度の
感染症流行だと軽く考えていましたが、瞬く間に世界的に蔓延してしまい、以降毎日テレビ、新聞等
の報道はコロナ一色になってしまいました。考えてみれば今のグローバリゼーションの時代に、未知
のウイルスがあっというまに世界に広がってしまうことは十分に想定内のことかもしれません。私た
ちの業界においても、今後このようなことがいつでも起こりえることを想定して、日常の業務を考え
る必要があると思います。
　さて、昨年10月には第３回東海・北信越ブロック協議会を正会員、賛助会員様のご支援のおかげで
成功裡に終わることが出来ました。参加して戴いた、西田会長他、参加県の皆様より高評価をいただ
きました。ご協力戴いた皆様に改めてお礼を申し上げます。本年度はコロナ感染症の影響で、例年開
催される予定の総会、講習会等がすべて中止になってしまい交流の場がなく寂しい限りです。自由に
旅行や人との交流ができるように、早急なワクチン開発を期待したいと思います。
　最近特に、設備設計業界の動向として建築設備の高効率、長寿命化の要求度が非常に高くなり、今
後増々設備設計需要が増えていくと考えられますが、そのような状況下で、慢性的に設備設計者の不
足を感じています。担い手不足は毎年のように議論されていますが、根本的な解決策が無い状態が続
いています。今回のコロナ感染症についても、設備設計者として換気設備のあり方など、様々な感染
防止対策が考えられる中で我々も側面から医療従事者をサポートできることを実施していきたいと思
います。
　結びとして今後も正会員、賛助会員、顧問及び関係官庁の皆様のご協力に感謝するとともに、今後
とも設備設計業界のさらなる発展のためにご指導、ご協力をお願いし挨拶とさせていただきます。
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ご　挨　拶

静岡県議会議員

天　野　　　一

　（一社）静岡県設備設計協会の皆様方には、日頃から、建物と人との間に立って安全・安心・快適さ
を軸とした建築業界の発展に寄与し、地域経済の発展と活性化にご尽力をいただいておりますことに、
深く敬意と感謝を表する次第であります。
　今、世界は「100年に一度」の危機である新型コロナウイルスの感染拡大に見舞われています。世界
の死者と感染者の数は今も増加傾向にあり、先進国から途上国への感染拡大が懸念されています。
　しかもワクチンの実用化には１〜２年を要すると言われています。その間に第２、第３波の感染拡
大もあるかもしれません。新型コロナウイルスは、私たちの生活に長期的な影響を与えると考えられ
ます。
　しかし、日本がこれだけ新型コロナウイルス感染拡大に対応できたのは、いつでもどこでも手を洗
える衛生設備、３密を解消するための換気設備、空調設備、電気設備などの設備設計の力が大きく貢
献しています。クリーンルームや病院の集中治療室だけでなく、これからは一般の住宅・建築設計に
おいても設備設計がコロナ対策に力を発揮することを大いにアピールしてほしいと思います。私たち
もコロナ対策を通して、空調設備や換気の基本を学べる機会でもあります。
　私は改めて神戸大学名誉教授早川和男先生の「住まいは命を守る」という言葉を思い出しました。
どこのまちにいても、いつの時代でも、建物は、安全・安心の基盤であり、雨風や暑さ寒さを凌ぎ、
外敵を防ぐものでなくてはなりません。また、住む人の心と身体の健康を育むものです。
　建物における「設備設計」はいわば核の部分。人体に例えれば、脳、心臓、血管、内臓など重要な
役割を担っているのにかかわらず、設備設計の社会的認知度が今一つであるということは、長年にわ
たりとても残念なことでしたが、いよいよ設備設計の皆様の本領発揮の時が来たとはいえるのではな
いでしょうか。
　これからも、大きな視野に立ち物事を判断し、人が生きていくためのより良い環境を作っていくこ
とを期待しています。結びに、皆様のご健康とご活躍を心からお祈り申し上げます。
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ご　挨　拶

静岡県交通基盤部建設支援局設備課
課　長　大　木　　　担

　本年度、設備課長に就任いたしました大木担（ゆたか）と申します。
　一般社団法人静岡県設備設計協会の皆さまには、日頃より県営繕行政に御理解と御協力を賜り厚く
御礼申し上げます。
　今年度、交通基盤部に県の設備職員としては、初めてとなる部参事という職位が新設されました。
建物における建築設備の重要性が言われて久しいところ、県組織の中でも設備職の地位が認められた
と考えております。
　今後、県有施設の省エネルギー化、長寿命化、防災機能の強化等の課題にこれまで以上に取り組ん
で参ります。

　さて、世の中は新型コロナウイルス禍に見舞われています。
　今までの災害とは全く種類が違い、一地域の災害でなく全世界を覆い、私たちの生活様式を覆すも
のとなっています。感染予防のために、行動や交流が制限され、社会生活、経済活動が縮小し、閉塞
的な雰囲気が蔓延しています。
　その中でICT技術を活用した業務革新が一気に社会に広まりました。効率化・省力化を目指し働き
方改革として、ウェブ会議、テレワークなどは徐々に浸透してきてはいましたが、今では様々な業種
で実施されるようになりました。私たちが携わる営繕行政や皆さまの設備設計・工事監理業務におい
ても、大きな変化の渦中に置かれています。
　新型コロナウイルス感染の収束後も、新常態（ニューノーマル）として、三密回避、分散化、非接
触、清潔・抗菌をキーワードに、換気設備、衛生設備や映像情報設備などの設備設計の基本条件に影
響があると思われます。また、ICT技術を活用したBIM、３Ｄスキャニング、遠隔監理が業務手法と
して当たり前となり、発注者も設計者も、従来の設計業務にとらわれない業務革新を迫られることが
考えられます。
　県といたしましても、設備設計業務におけるICT技術の有効活用に向けて、取り組んでいきますの
で、御協力いただきますようお願いします。

　設備課では、県有施設建設、改修における省エネルギー対応として、「“ふじのくに”エコロジー建
築設計指針」に基づいて、設備整備を行っているところですが、さらに省エネルギー化を進め、建物
のZEB化（ZEB Ready）の実現に取り組むことを検討しています。今年度は設計時におけるZEB化の
条件整理をしていきたいと考えております。先進事例、新技術、再生エネルギー利用などに関し情報
がございましたら、御教示いただきたいと思いますのでよろしくお願いします。

　本年４月から建築設計等委託料の算定方法が改定されました。適切な委託料の算定を目的として、
原則想定する設計図面枚数により委託料を算定しておりますので、御理解いただけますようお願い申
し上げます。
　最後に、貴協会のますますの御発展と会員皆さまの御健康を祈念しまして、挨拶といたします。
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技術レポートⅠ
DCブラシレスモーターによる多彩な制御により省エネ性と
快適性を高めた“業務用ロスナイ”の開発

三菱電機株式会社 中津川製作所　田 中 弘 明

１．ま　え　が　き
当社の全熱交換形換気機器「ロスナイ®」は

｢確実な換気｣ と「外気負荷の低減」を両立し
た同時給排気形の換気機器である。発売以来、
事務所・テナントビル・学校など様々な建築物
へ採用されている。

近年、室内環境における健康意識の高まりや
CO2濃度改善による生産性向上など積極的な空
気質の改善が求められており、特に換気風量に
ついては2020年の新型コロナウイルスの感染拡
大により厚生労働省や公益社団法人 空気調和・
衛生工学会等が提唱する一人当たり30㎥/h以
上の確保が推奨されている。換気風量の増加や
機械換気設備による確実な換気が必要になるこ
とでエネルギー消費量は増加基調となる見通し
であるため、今後換気設備にはより一層の省エ
ネ性向上が求められていくと考えられる。

本稿では、従来機種よりも機器単体の消費電
力を低減するとともに、室内環境の快適性向上
と建築物全体の空調消費電力低減を目的として
風量制御の多様化を図った製品の開発について
述べる。

２．業務用ロスナイの基本構成
ロスナイ®は給気側と排気側にそれぞれ送風

機を持ち、第一種換気方式で確実に居室空間（居
住、執務、作業、集会、娯楽その他これらに類
する目的のために継続的に使用する室）の換気
量を確保しつつ、製品内部に搭載したロスナイ
エレメントと呼ばれる熱交換素子を介して、給
気と排気の間で温度（顕熱）と湿度（潜熱）を
熱交換させる。【図１参照】。給気の温湿度を送
風のエネルギーのみで居室内の温湿度へ近づけ
て供給することで、換気時の排熱ロスを抑える
ことが出来ると言う特長を持つ。

図１．ロスナイエレメントの原理

３．開　発　内　容
３．１　開発目的

従来機種よりも機器単体の消費電力を低減す
るとともに、室内環境の快適性向上と建築物全
体の空調消費電力低減を目的として風量制御の
多様化を図る。

３．２　製品詳細
⑴　ACモーターからDCモーターへの変更

基本性能の向上や、機器単体での消費電力低
減を図りつつ制御との親和性を高めるために、
ロスナイ®にDCブラシレスモーター（以下DC
モーター）を採用した。DCモーターにより、
ACモーター搭載の従来機種と比べて（＊1）約
38%の省エネを図った。【図２参照】

・ACモーターの動作原理
固定子コイルに商用交流電源を印加し、コイ

ルを順に励磁してケイ素鋼板からなる回転子に
誘導電流を流して回転磁界を得る。

（＊1）．新製品（LGH-N50RXW）と従来品（LGH-N50RX3）の比較
〈計算条件〉
・対象室容積243m3（≒9.5×9.5×2.7m）、最大在室人数12名（１人

あたりの占有面積を5m2/人で計算した18名に対し在室率67%の
在室人数）。

・空調機の暖房COP 3.6、冷房COP 3.19とし、ロスナイ®LGH-N50RXW
×１台。換気回数2.1［回/h］

・目標CO2濃度設定 1000ppm、電気料金27円［円/kWh］
・夏期3.5ヶ月（平日75日，休日32日）、冬期３ヶ月（平日60日，休

日30日）、運転条件は平日/強運転12時間＋微弱運転12時間、休日
/微弱運転24時間。

・JIS B8628：2017 に規定された全熱交換効率測定時の室内外空気
条件下における当社試算
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・DCモーターの動作原理
固定子コイルに直流電源を印加し、インバー

タ回路によってコイルを順に励磁しながら永久
磁石で形成される回転子を動作させる。回転子
は永久磁石で形成されるため、回転子に誘導電
流が流れず二次銅損が低減できるため、ACモー
ターと比べて低損失なモーターが得られる。

図２．新型ロスナイおよびCO2センサー使用時の省エネ効果

ロスナイに搭載するDCモーターは、モーター
制御用マイコン及びモーター電流検出回路を備
えた駆動回路をモーターに内蔵しており、モー
ター制御方式はベクトル制御による正弦波駆動
を採用している。本制御方式によりトルク電
流と励磁電流を個々に制御できるようになり、
モーターの運転状態にあわせて最適なトルク制
御が可能となることで高効率運転が行える。

業務用ロスナイ®マイコンタイプは従来全16
形名であったが、DCモーター化により100Vと
単相200Vの電源共通化を図ったことで、開発
品では全11形名に機種数を削減した。電源共通
化により施工時の電源結線ミスを抑制すること
が可能である。

⑵　風量多段階制御
換気風量設定を従来の３段階から11段階に拡

充。居室空間の給気・排気におけるエアーバラ
ンスを最適に設定出来ることから、室内環境の
設計・施工自由度が向上する。また、当社シス
テム部材の「CO2センサー」と組み合わせるこ
とで、人等から発せられた室内のCO2濃度に応
じて最適な換気風量に自動調整し、居室空間に
人が少ない時には換気風量を抑えた省エネ運転
に自動切り替えを行う。空調された空気を必要
以上に換気しないため空調機の負荷低減に繋
がり、ロスナイ®と空調機をあわせた電気料金
は「CO2センサー」未装着時と比べて（＊1）約

27%削減可能である。【図２，図３参照】

図３．換気量と室内CO2濃度変化のシミュレーション

⑶　人感ムーブアイ360（＊2）との連動
当社店舗用エアコンやビル用マルチエアコン

の室内機に搭載している人感センサー「人感
ムーブアイ360」と連動し、人の在室/不在情報
をもとに換気風量を自動制御する。人の不在時
にはロスナイ®の風量を自動で最小風量に切り
替えることで省エネ換気を行い、ロスナイ®と
空調機をあわせた電気料金は人感センサー連動
無し時と比べて約15%削減（＊3）可能である。

図５．在室状況によるとロスナイ®の風量変化

図４．人感ムーブアイ360とロスナイ®の接続

⑷　定風量運転制御
新設・既設問わずダクトの圧力損失をDCモー

ターが判定して回転数を自動で調節するので、

（＊2）人の位置・動きを検知することで、人の在室状況を判断する
センサー。三菱電機の登録商標。

（＊3）新製品（LGH-N50RXW）で人感ムーブアイ360の不在検知時
間を10分設定にした場合。
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規定の機外静圧以下であれば一定の換気風量を
確保。ダクト経路の変更や延長など、施工現場
での急な変更にも対応しており，さらに試運転
時の風量調整の手間等も省くことが可能とな
る。旧品からのリプレースにおいては、従来は
既設ダクトの確認や圧力損失の計算後に機種選
定を行う必要があったが、定風量運転制御で
は、ダクトの圧力損失に関わらず一定の風量が
確保可能であり機種選定時の換気設計が簡易に
なる。

規設定（LGH-N35〜80タイプが該当）。従来選
定している機種よりワンランク下の機種を選定
しても同等の機外静圧を発揮でき、製品導入時
のコスト抑制が可能。

図６．定風量運転制御（LGH-N50RXW強ノッチ時）〈※ノッチ＝速調〉

図７．機外静圧新旧比較（強ノッチ時）

図10．ハイブリッドナノコーティング・プラスの概念図

図８．特強２ノッチの送風特性

図９．リプレース専用機の天吊金具

⑸　機外静圧向上
DCモーターによる高回転数化と最適風路設

計により業界最高（＊4）の機外静圧を実現。
昨今の居室空間の拡大化により天井裏が狭小化
してダクト配管が複雑化した場合でも、必要換
気能力を確保できるため設計自由度および施工
性が向上する。

さらに、従来の特強ノッチ（ノッチ…速調）
より風量・機外静圧が大きい特強２ノッチを新

⑹　天吊金具改良
本体取換え需要に応える機種ラインアップと

してリプレース専用機を準備。過去30年相当ま
での機種を対象にして既設吊ボルトと接続可能
な天吊金具を標準搭載する。

⑺　羽根にハイブリッドナノコーティング・プ
ラスを採用

経年時における塵埃汚れ付着抑制のため、当
社独自技術であるハイブリッドナノコーティン
グ・プラスを羽根にコーティング。経年時の塵
埃蓄積に起因した騒音悪化や風量低下などの特
性悪化を抑制する。

定格風量500m3/h機種では、
・強ノッチ運転時は風量500m3/hで固定
・弱ノッチ運転時は風量360m3/hで固定
（但しダクトの圧力損失が、風量の自動制御可能範囲内であるこ
とが条件）

※破線部は参考値
（JIS B 8628：2017規定外の試験方法で実施）

（＊4）2020年２月28日時点、当社調べ。
　（詳細は三菱電機換気送風機総合カタログによる）
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⑻　花粉フィルター
従来の高性能フィルターでは捕集しきれな

かった崩壊花粉粒子（数μm）に捕集効果のあ
るフィルターをシステム部材として準備。花粉
飛散期の空気質の改善に貢献。

４．む　　す　　び
三菱電機株式会社の送風機事業において中核

をなすロスナイ®は、1970年の発売以来、当社
独自の要素技術とともに進化を遂げて世に送り
出してきた。今回の開発でも、環境変化を軸足
に省エネ性・快適性の向上を実現させており，
これからも時々刻々と変化する市場ニーズに合
わせて、世の中に貢献する製品を開発していく
所存である。

11



技術レポートⅡ
３つのセンサーで浴室内の状況を細やかに見守る
“安心入浴サポート機能”搭載
ふろ給湯器・給湯暖房用熱源機リモコン

パーパス株式会社

ガス給湯・暖房機器用リモコン“AXiSスマート（900シリーズリモコン）”は、ステルス印刷を採
用して扉のないフラットな本体・操作面に仕上げ、今までのガス給湯器リモコンにはなかった斬新な
デザイン、またお手入れが楽であること、より操作のしやすいデザインにすることなどに注力。さらに、
IoTに対応する無線LAN（Wi-Fi）モデルの開発にも着手し、スマートスピーカー（Amazon Alexa、
Google Home）※や専用のスマートフォンアプリ「パーパスコネクト」に接続することで、ふろ自動
湯張りや床暖房のON/OFF、温度調節などが遠隔操作できるようにすると同時に、入浴事故対策と
しての人感センサー搭載モデルの開発も行い、暮らしの「快適・健康・安心」を支えるツールとなる
ことを目標に商品開発に取り組みました。その結果、住空間に溶け込み、かつ、わかりやすい操作と
いう課題をシンプルなデザインに結実させている”という評価のもと、2019年グッドデザイン賞を受
賞しました。
※ ｢Amazon」、「Amazon Echo」、「Alexa」および関連するすべてのロゴは、Amazon.com, Inc.または、その関連会社の商標

または登録商標です。「Google」、「Google Home」、「Googleアシスタント」は、Google LLCの商標または登録商標です。

【900シリーズリモコン　概要】

高級タイプ TC-921ZT-WID（全点灯状態）

標準タイプ TC-900Z-WID（メイン点灯状態）
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■安心入浴サポート機能
人感センサー搭載モデル（高級タイプリモコン・TC-921ZT-WID／標準タイプリモコン・TC-

900Z-WIDシリーズ）では、対応する熱源機と組み合わせることで、浴室リモコンに搭載した人感セ
ンサー、浴室ドアセンサー、給湯器本体に搭載した水位センサー※1の３つのセンサーで入浴者の状況
を細やかに検知。一定時間以上の動きがないなどの異常を検知すると、浴室リモコンからチャイムと
音声で入浴者に声掛けを行い、それでも反応がない場合は異常と判断して台所リモコンにチャイムと
音声でお知らせすることで、ヒートショックなどの入浴事故の早期発見を促す「安心入浴サポート機
能」※2を搭載しています。また、専用アプリ「パーパスコネクト」（無料）を使うことで、異常があっ
た場合スマートフォンに通知することも可能です。
※1：フルオートの製品に搭載 ※2：安心入浴サポート機能は入浴中の全ての事故や異変を発見するものではありません。

※対応熱源機の詳細は、弊社ホームページもしくは家庭用総合カタログをご覧ください。

①ドアセンサーで浴室への入退室を検知
ドアセンサーを使用することで、浴室から出たのか、浴室内で倒れて動かないのかを判断していま
す。
②人感センサーで浴室内の動きを検知

湯気、浴槽のお湯の揺らぎ、シャワーなどの影響を受けずに人の動きを検知できる独自の「アルゴ
リズム」を採用しています。
③水位センサーで浴槽内の動きを検知

浴槽内の人の動きを給湯器の水位センサー※でも検知することで、入浴中の異常検知精度を向上さ
せています。

【連絡先】
パーパス株式会社　お客様相談室
TEL／0545-32-1389　住所／静岡県富士市西柏原新田201
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静岡県・市建築設備関連連絡先
静岡県
　交通基盤部建設支援局　設備課
　　　〒420–8601　静岡市葵区追手町9番6号
　　　TEL　054–221–（直通）
　　　FAX　054–221–3198
　（課長 3680　技監・課長代理 2930）　　　　　　　　◎設備技術班（2931・2936）
　　　　課　　　長　　　大　木　　　担　　　　　　　　班　　　長　　　清　水　靖　久
　　　　技　　　監　　　石　川　達　也　　　　　　　　主　　　査　　　村　瀬　伸　哉
　　　　課 長 代 理　　　石　黒　義　英　　　　　　　　主　　　任　　　後　藤　貴　順
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　　　師　　　杉　山　芳　輝

　　　◎機械班（2932・2933）　　　　　　　　　　　　◎電気班（2934・2935）
　　　　班　　　長　　　髙　杉　信　也　　　　　　　　班　　　長　　　鈴　木　　　正
　　　　主　　　査　　　望　月　彰　人　　　　　　　　主　　　査　　　山　口　貴　之
　　　　主　　　査　　　南　條　敏　康　　　　　　　　主　　　査　　　牧　田　行　史
　　　　主　　　任　　　市　川　洋　雄　　　　　　　　主　　　査　　　井　上　範　英
　　　　技　　　師　　　久保田　泰　広　　　　　　　　主　　　査　　　山　本　知　彦

　交通基盤部管理局
　　沼津土木事務所　建築住宅課 　静岡土木事務所　建築住宅課
　　　住宅営繕班 　　住宅営繕班
　　　〒410–0055　沼津市高島本町1–3　　　　　　　　 〒422–8031　静岡市駿河区有明町2–20
　　　TEL　055–920–2225　　　　　　　　　　　　　　TEL　054–286–9347
　　　FAX　055–926–5527　　　　　　　　　　　　　　FAX　054–286–9375

　　浜松土木事務所　建築住宅課
　　　住宅営繕班
　　　〒430–0929　浜松市中区中央1丁目12–1
　　　TEL　053–458–7284
　　　FAX　053–458–7195
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静岡市
　都市局建築部設備課
◎設備保全係 ［TEL　054–221–1329］
 ［FAX　054–221–1135］
◎電気設備係 ［TEL　054–221–1324］
 ［FAX　054–221–1135］
◎機械設備係 ［TEL　054–221–1326］
 ［FAX　054–221–1135］

富士宮市
　建築住宅課住宅管理係
 ［TEL　0544–22–1163］
 ［FAX　0544–22–1208］

御殿場市
　建築住宅課　　　公共建築スタッフ
 ［TEL　0550–82–4193］
 ［FAX　0550–70–1030］

三島市
　建築住宅課設備係
 ［TEL　055–983–2640］
 ［FAX　055–973–6722］

沼津市
　住宅営繕課
 ［TEL　055–934–4792］
 ［FAX　055–932–5871］

富士市
　施設保全課
 ［TEL 直通 0545–55–2836］
 ［FAX　　　0545–51–3442］

浜松市
　公共建築課
 ［TEL　053–457–2461］
 ［FAX　050–3730–0119］
◎営繕設備グループ ［TEL　053–457–2465］
◎施設保全グループ ［TEL　053–457–2464］
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静岡県・県内市町
設備設計・監理受注実績

（令和元年７月～令和２年６月）
○受注実績報告

　静岡県、静岡県教育委員会、静岡県住宅供給公社、静岡県警察本部、県内市町担当課等のご担
当者の皆様のご理解により、設備設計・監理業務委託を単独発注していただいており、厚く御礼
申し上げます。
　建築における電気、給排水、衛生、空調等のいわゆる設備の占める割合と重要性は益々増えて
まいりました。設備設計・監理を業務とする我々は、その責務を重く認識しております。
　ここに、当協会員が受注しました設備設計・監理業務の実績を集計いたしましたので、ご参考
にしていただければ幸いであります。（一部未集計があります）
なお、大型物件につきましては、共同企業体を組織して対応をしておりますので安心してご発注
願います。
　最後に、今後とも、格別のご高配を賜りますようにお願いを申し上げます。

静岡県関係（土木事務所を除く）（東部）
年度 件　　　名

令和元年 愛鷹広域公園水源池ポンプ設備更新工事設計業務委託
沼津土木事務所修善寺支所他設備耐震診断業務委託

令和２年 静岡県富士水泳場直流電源装置更新工事設計業務委託
下田警察署公舎給排水設備改修工事設計業務委託
県営光ヶ丘団地給水加圧ポンプ更新工事外設計業務委託
下田総合庁舎受変電設備更新工事他設計業務委託
富士総合庁舎受変電設備他改修工事設計業務委託

静岡県関係（土木事務所を除く）（中部）
年度 件　　　名

令和元年 静岡県庁別館共用部照明更新工事設計業務委託
令和２年 県営住宅外灯LED化改修工事２ 設計業務委託

清水港日の出６号上屋空調設備設置工事設計業務委託
総合社会福祉会館空調設備改修工事他設計業務委託
藤枝総合庁舎自動火災報知機設備更新工事他設計業務委託
静岡県立水泳場受変電設備更新工事他設計業務委託
県立美術館本館荷物用昇降機改修工事他設計業務委託
県立美術館ハロゲン消火化物消火設備更新工事設計業務委託
マリンビル防災拠点化改修工事設計業務委託
もくせい会館昇降機改修工事他設計業務委託
県立美術館本館展示室照明設備他改修工事設計業務委託
県営住宅外灯LED化改修工事設計業務委託
静岡県庁西館９階10階空調設備他改修工事設計教務委託

静岡県関係（土木事務所を除く）（西部）
年度 件　　　名

令和元年 磐田農業高等学校さく井工事他設計業務委託
令和２年 中遠総合庁舎電話交換機用直流電源装置改修工事他設計業務委託
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袋井土木事務所受変電設備他改修工事設計業務委託
総合教育センター管理研修棟空調チラーユニット制御盤改修工事設計業務委託
池新田高等学校自動火災報知設備更新工事他設計業務委託

静岡県各土木事務所（東部）
年度 件　　　名

令和元年 御殿場特別支援学校空調設備設置工事外設計業務委託
令和２年 韮山高等学校体育館照明器具更新工事外設計業務委託

御殿場警察署庁舎給排水管改修工事外設計業務委託

静岡県各土木事務所（中部）
年度 件　　　名

令和元年 県営住宅沓谷団地A・B棟ほか給水設備改修工事設計業務委託
静岡聴覚特別支援学校他空調設備設置工事設計業務委託
清水西高等学校ほかガス管改修工事設計業務委託

令和２年 静岡県勤労者総合会館ほかトイレ改修工事設計業務委託
草薙総合運動場軟式野球場受変電設備更新工事ほか設計業務委託

静岡県各土木事務所（西部）
年度 件　　　名

令和元年 県営住宅子安団地１号棟給水管改善ほか工事設計業務委託
水産技術研究所浜名湖分場揚水ポンプ設備改修工事設計業務委託

静岡市
年度 件　　　名

令和２年 大沢荘団地給水等改修工事設計業務委託
中浜荘団地給水改修工事設計業務委託
長田西小学校給水等改修工事設計業務委託

浜松市
年度 件　　　名

令和元年 浜松市農村環境改善センター他２施設受変電設備改修工事工事監理業務委託
浜松市勤労会館他１施設給水設備改修工事設計業務委託
浜松市地域遺産センター他１施設給水設備改修工事設計業務委託
浜松市雄踏斎場３階機械室他空調設備改修工事設計業務委託
浜松市営住宅大谷団地排水設備改修工事（１期工事）工事監理業務委託
浜松市営住宅鷺の宮団地幸１棟他１棟給水施設改修工事工事監理業務委託
浜松市市民協働センター空調設備改修工事設計業務委託
浜松市鴨江分庁舎空調設備他改修工事工事監理業務委託
浜松市立中瀬小学校下水道切替工事工事監理業務委託
浜松市立高等学校受変電設備改修工事工事監理業務委託
浜松市市営住宅伊平団地他３団地１３棟中高層直結給水に係る調査・検討業務委託
浜松市浜北文化センター受変電設備改修工事工事監理業務委託
浜松市立雄踏図書館空調熱源設備改修工事工事監理業務委託
浜松市秋野不矩美術館空調設備改修工事工事監理業務委託
浜松復興記念館空調設備改修工事工事監理業務委託
浜松市北部協働センター受変電設備改修工事工事監理業務委託
浜松市立与進中学校受変電設備更新工事工事監理業務委託
浜松市立舞阪中学校普通教室空調設備設置工事工事管理業務委託
浜松市かわな野外活動センター受変電設備更新工事工事監理業務委託
葵が丘会館空調設備更新工事工事監理業務委託
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アクトシティ浜松Ａゾーン送風機・排水ポンプ更新工事（２期工事）工事監理業務委託
浜松市立春野中学校他２校普通教室空調設備設置工事工事監理業務委託
浜松市立上阿多古小学校他２校普通教室空調設備設置工事工事監理業務委託
浜松市立清竜中学校他１校普通教室空調設備設置工事工事監理業務委託
浜松市水窪中学校他５校普通教室空調設備設置工事工事監理業務委託
浜松市茶室空調設備改修工事工事監理業務委託
浜松市浜北文化センター高架水槽更新工事工事監理業務委託
浜松市営住宅花川団地外２団地給水施設改修工事設計業務委託
浜松市リハビリテーション病院機能訓練棟熱源設備更新工事設計業務委託
浜松まつり会館空調設備更新工事工事監理業務委託
浜松市立鴨江小学校プールろ過機改修工事工事監理業務委託
浜松市安間川公園庭球場照明設備改修工事設計業務委託
浜松市本庁舎立体駐車場照明改修工事工事監理業務委託

令和２年 浜松市立東陽中学校他３校管理諸室空調設備改修工事工事監理業務委託
浜松市本庁舎北館系統汚水管改修工事設計業務委託
浜松市秋野不矩美術館照明設備改修工事設計業務委託
浜松市国民健康保険佐久間病院電話・ナースコール設備更新工事設計業務委託
浜松市小型自動車競争場空調設備改修工事設計業務委託
浜松市食肉地方卸売市場市場棟2-1冷蔵庫冷媒配管更新他工事設計業務委託
浜松市総合産業展示館北館発電機改修工事設計業務委託
城北会館空調設備更新工事設計業務委託
浜松市立城北図書館他２施設照明設備ＬＥＤ化工事設計業務委託
浜松市東部衛生工場空調設備改修工事設計業務委託
浜松市立泉小学校給食室換気設備改修工事設計業務委託
浜松市南陽協働センター空調設備等改修工事設計業務委託
浜松市立新原小学校屋内消火栓設備等改修工事設計業務委託
クリエート浜松受変電設備改修工事設計業務委託
浜松市小型自動車競走場受変電設備更新工事設計業務委託
浜松市立高台中学校４級復旧防音工事設計業務委託
浜松市立可新図書館空調設備改修工事設計業務委託
浜松市本庁舎議場照明設備更新工事設計業務委託
浜松市地域遺産センター給水設備改修工事他１件工事監理業務委託
浜松市保健所非常用自家発電設備等整備工事工事監理業務委託

焼津市
件　　　名

令和２年 焼津市消防防災センター空調熱源設備更新工事設計業務委託
焼津市学校給食センター空調設備設置工事設計業務委託

磐田市
年度 件　　　名

令和元年 本庁舎受変電設備・配電設備改修工事設計業務委託
令和２年 神明中学校外１校図書室空調設備設置工事設計業務委託

大藤小学校外２校図書室空調設備設置工事設計教務委託
竜洋支所空調設備更新工事設計業務委託
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委 員 会 活 動委 員 会 活 動
総務委員会

■令和元年度事業報告

　１　普及啓発事業
　　⑴　分離発注促進事業
　　　　「設備設計・監理受注実績」を広報誌内に掲載し、関係先へ配付を行い、設備設計の分離発注

により建築設備の長寿命、省エネルギー化などを的確に進めることへの理解の促進を図った。

　２　その他事業
　　⑴　他団体等との情報交換事業
　　　　建築設備設計に関わる情報交換を行い法人の事業活動の推進に資することとした。
　　　①　県担当課との意見交換会
　　　　　静岡県交通基盤部建設支援局設備課と当協会との意見交換会を開催し、設備設計に関わる

技術的事項などについて設備課担当から説明を受け、質疑応答を行い、さらに協会からの意
見を述べた。

　　　　○日　時：令和元年９月13日（金）15時〜17時10分
　　　　○場　所：静岡市産学交流センター７階　演習室１
　　　　○出席者：静岡県（６名）、協会（６名）

　　　②　会員交流会
　　　　　正会員と賛助会員が一堂に会し、情報交換等を行った。
　　　　○日　時：令和２年１月31日（金）18時30分〜20時30分
　　　　○場　所：ホテルアソシア静岡　３階「駿府Ⅱ」
　　　　○出席者：86名

　　　③　中部地方整備局との意見交換会
　　　　　国土交通省中部地方整備局営繕部と東海４県設備設計協会（事務所協会）との意見交換会

を開催し、中部地方整備局からの情報提供、意見交換などを行った。
　　　　○日　時：令和２年２月12日（水）15時〜16時30分
　　　　○会　場：中部地方整備局　会議室
　　　　○参加協会：（一社）愛知県設備設計監理協会、（一社）岐阜県設備設計事務所協会
　　　　　　　　　　（一社）静岡県設備設計協会、（一社）三重県設備設計事務所協会
　　　　○出席者：中部地方整備局（５名）、各県協会役員（11名 内当協会２名）

■令和２年度事業計画

　１　普及啓発事業
　　⑴　分離発注促進事業
　　　　「設備設計・監理受注実績」を広報誌内に掲載し、関係先へ配付を行い、設備設計の分離発注
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により建築設備の長寿命、省エネルギー化などを的確に進めることへの理解を促進する。
　２　その他事業
　　⑴　他団体等との情報交換事業
　　　　各県の設備設計協会の総意の中央団体としての（一社）日本設備設計事務所協会連合会を通

じて各地区協会との情報交換を行い、また意見等を発信しながら協会事業の円滑な運営を図る。
　　　　県担当課との意見交換会、会員交流会、東海四県技術連絡会・意見交換会、東海・北信越ブ

ロック協議会などを通じて建築設備設計に関わる情報交換を行い法人の事業活動の推進に資す
る。

技術委員会

■令和元年度事業報告

　１　調査研究事業
　　⑴　建築設備設計技術向上事業
　　　・技術講習会
　　　　例年開催している技術講習会については、第一部「建築物省エネルギー性能表示制度につい

て」第二部「JIL5004（2019年版）公共施設用照明器具改正について」の講習を行った。正会
員、賛助会員以外に静岡県、静岡市等の官庁関係、施工業者などの多方面からの御参加をい
ただき、質疑応答を含む有意義な講習が行われた。

　　　　○日　時：令和元年８月30日（金）13時30分〜16時45分
　　　　○場　所：静岡市産学交流センタープレゼンテーションルーム
　　　　○受講者：55名

　　＜第一部＞
　　　　演題：建築物省エネルギー性能表示制度について
　　　　講師：株式会社確認サービス浜松支店　副支店長　脇田　浩二（わきた　こうじ）様
　　　　概要：省エネルギー性能表示（BELS）の概要について 1.目的 2.評価に用いる手法及び指標 

3.エネルギー消費性能等の表示内容等 4.BELSの申請図書 5.一次エネルギー消費量
計算の注意点 6.BELSの活用についての講習を行った。

　　＜第二部＞
　　　　演題：JIL5004（2019年版）公共施設用照明器具改正について
　　　　講師：一般社団法人日本照明工業会　認証担当部長　福盛　律之　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ふくもり　のりゆき）
　　　　　　　 〃 　 〃 　田中　吉郎　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（たなか　よしお）
　　　　概要：JIL（公共施設用照明器具）改訂2019年版の解説をして頂き、公共事業に携わるわれわ

れの実務に関わる講習が行われた。

　　⑵　設計施工技術共同研修事業
　　　　設備工事施工団体との共同事業により建築設備の設計及び施工技術に関する共同研修を行い、
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お互いの技術の研鑽を図るため、今年度は視察研修（日帰り）を行った。
　　　　○日　時：令和元年11月26日（金）
　　　　○場　所：中部電力㈱名城変電所
　　　　　　　　　愛知県名古屋市中区三の丸１丁目１番地
　　　　○受講者：８名（（一社）静岡県設備協会22名）
　　　　○研修概要：名城変電所は、名古屋城駐車場の地下空間を利用した新しい形の変電所で、地

下５階の構造で、地下３〜５階が名城変電所として使用されている。地下に造
る事で台風や地震等の災害に強く、有事に際しても安定した電力を供給するこ
とが可能となっている。

　　　　　　　　　　普段は入る事の出来ない施設内で電力供給の取り組みを体感できた。

■令和２年度事業計画

　１　調査研究事業
　　⑴　建築設備設計技術向上事業
　　　　省エネルギーを考慮した施設や新エネルギーの利用を促進した施設の現地研修会、建築物の

エネルギー消費効率の向上及び防災・減災、安心・安全等についての技術講習会を通じてより
良い建築設備設計技術の向上を目指す。

　　⑵　設計施工技術共同研修事業
　　　　設備工事施工団体との共同事業により建築設備の設計及び施工技術に関する共同研修を行い、

お互いの技術の研鑽を図る。本年度は昨年度に引き続き、視察研修を行う。

広報委員会

■令和元年度事業報告

　１　普及啓発事業
　　⑴　広報誌発行事業
　　　　広報誌「風とあかり」第41号を８月に発行し、関係機関・団体等約1,100か所、1,400部を配付

した。
　　　　内容としては、例年掲載している委員会や地区会の活動報告、会員のフリートーク等の他技

術レポートを多く掲載し、また「設備設計・監理受注実績」を広報誌内に掲載する等、建築設
備等の情報提供をより多く、より親しみやすいものとした。

　　⑵　ホームページ運営事業
　　　　ホームページの充実を図り、広く県民に協会に関する情報や建築設備に関する技術情報の提

供などを行った。
　　　　情報のアップを遅滞なく行うことにより、タイムリーな情報を提供することが出来た。
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■令和２年度事業計画

　１　普及啓発事業
　　⑴　広報誌発行事業
　　　　広報誌「風とあかり」を年１回発行し、当協会の活動状況報告、建築設備に関わる最新の技

術や省エネルギー対策の紹介などの技術情報提供を行い、協会の発展に繋がる広報誌作成を目
指す。

　　　　特に、賛助会員などの協力も得て建築設備に関する最新技術情報の提供を行うとともに、親
しみやすく、読みやすいコンテンツも掲載する。

　　⑵　ホームページ運営事業
　　　　ホームページを充実させ、広く県民に協会に関する情報や建築設備に関する技術情報の提供

を行う。また、設備面での分煙技術支援事業を展開し社会的要請に応じる。
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事　業　報　告事　業　報　告
■令和元年
８月
　２日　第２回技術委員会、協会事務所、技術

委員会委員・事務局
　２日　第２回共同事業推進委員会、協会事務

所、共同事業推進委員会委員・事務局
　９日　一般競争入札に関する陳情書提出、県

教育委員会、植田会長
　２３日　日設事連第１回管理委員会、日設事連

事務局、植田会長
　３０日　技術講習会、静岡市産学交流センター、

技術委員会委員・会員他
　３１日　第２回中部地区会、協会事務所、中部

地区会員
９月
　４日　第２回西部地区会、（メールにて開催）、

西部地区会員
　６日　第４回業務執行理事会、協会事務所、

業務執行理事・事務局
　６日　第４回理事会、協会事務所、理事・委

員長・監事・地区幹事長・事務局
　１３日　県設備課との意見交換会、静岡市産学

交流センター、理事・希望正会員・事
務局

１０月
　４日　第４回広報委員会、TAVES GUITA、広

報委員会委員・事務局
　４日　第２回東部地区会、手しごと屋 蟻、東

部地区会員
　５日　第３回中部地区会、協会事務所、中部

地区会員
　７日　令和元年度静岡県フロン排出抑制連絡

会議、県庁別館、泊中部地区幹事長
　１８日　自民党静岡県連党員・党友の集い、ホ

テルセンチュリー静岡、植田会長・甲
斐副会長・山森監事

　２５日〜２６日
　　　　（一社）日本設備設計事務所協会連合会

第３回東海・北信越ブロック協議会、
ホテルセンチュリー静岡、日設事連ブ
ロック会員・来賓・正会員・賛助会員

１１月
　２５日　第３回西部地区会、クリエート浜松、

西部地区会員
　２５日　第８回まちみがきセミナー、グランシ

ップ中ホール、後藤理事・泊中部地区
幹事長

　２６日　天の一県政報告会、ホテルアソシア静
岡、植田会長、甲斐副会長、川端会員

　２９日　共同事業視察研修、名古屋市 中部電
力㈱名城変電所、希望正会員

１２月
　６日　第５回業務執行理事会、協会事務所、

業務執行理事・事務局
　６日　第５回理事会、協会事務所、理事・委

員長・監事・地区幹事長・事務局
　１７日　日設事連第２回管理委員会、日設事連

事務局、植田会長

■令和２年
１月
　７日　新年知事挨拶、静岡県庁、植田会長・

神谷副会長・甲斐副会長・佐野技術委
員長・杉山総務委員長

　２３日　第３回東部地区会、三島プラザホテル、
東部地区会員　

　２８日　（一社）日本設備設計事務所協会連合会
第１回正会員会長会議・正会員と賛助
会員交流会・令和２年新年のつどい、
東京 如水会館、植田会長

　３１日　会員交流会、ホテルアソシア静岡、希
望正会員・希望賛助会員

２月
　８日　第４回中部地区会、協会事務所、中部

地区会員
　１２日　中部地方整備局営繕部との意見交換

会、中部地方整備局、神谷副会長・甲
斐副会長

３月
　４日　第４回西部地区会、（メールにて開催）、

西部地区会員
　１６日　第３回みなし理事会、（書面にて開催）、
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